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１．はじめに

　自閉症という障害を最初に報告した米国の精神科医
Kanner （1943， 1946）は，自閉症児の心理面や行動面
だけでなく言語面の独特な特徴にも注目している。そ
の後の研究でも，自閉症児の言語の問題に関しては
様々な研究がなされてきた。自閉症児への支援につい
て考えた場合，社会性の問題や行動問題といった側面
に目が向けられがちである。しかし，発達の過程でこ
とばが話せない状態にとどまり続ける自閉症児もおり
（Lord & Rutter， 1994; Lord， Risi， & Pickles， 2004），言
語の問題も自閉症児の理解においては重要な問題の一
つである。
　自閉症児の言語の問題は，社会性や対人関係といっ
た自閉症の障害特性のため，語用論的側面に視点があ
てられていることが多い。言語を相手や場面に応じて
適切に使用できるかどうかという語用論的側面の問題
は，発話や話者の意図の理解に関わるため，自閉症児
が最も困難を示す言語領域であるといわれている（神
尾，2007）。そのため自閉症児の言語の研究において
は，語用論的側面の研究が多く，この傾向は日本にお
いても同様である（Baltaxe， 1977; Bartak， Rutter， & 

Cox， 1975; 黒 田，1987; 佐 竹・ 小 林，1989; Tager-

Flusberg， 1981; Wetherby and Prutting， 1984）。
　一方で，このような語用論的側面の研究に対して，
統語知識のような言語知識そのものを自閉症児が理解
しているかどうかについての研究は，極めて稀であ
る。比喩や皮肉などを理解するには，ことばの文字通
りの意味を理解することが前提となる。そのため自閉

症児の言語の語用論的側面に問題があるかどうかを検
討するためには，前提として統語知識そのものを獲得
しているのかどうかを明らかにしておくことが不可欠
であると思われる。
　そこで本稿では，自閉症児の言語知識に関して統語
的側面を中心にこれまでに明らかになっていることを
整理し，今後の課題を提示する。以下では，2 節にお
いて欧米における自閉症児の言語研究を概観する。さ
らに 3 節では日本語を母語とする自閉症児の言語研究
を紹介し，わが国では統語的側面の研究がほとんど行
われていないことを指摘する。最後に 4 節で日本にお
ける自閉症児の言語研究の今後の課題について述
べる。

２．欧米における自閉症児の言語研究

　自閉症児の言語に関する研究には，欧米において
も語用論的側面の研究が多い（Lord and Paul， 1997; 
Loveland， McEvoy， Tunali， & Kelley， 1990， Tager-

Flusberg and Anderson， 1991; Tager-Flusberg，1994）。
これらの研究で，自閉症児は会話を持続させること
や，会話の規則を守ることが困難であることなどが指
摘されている。また，Tager-Flusberg （1981）は，それ
までの自閉症児の言語研究を音韻，意味，統語，語用
の側面から概観し，自閉症児は語用論的側面が，定型
発達児や知的障害児と比較して困難であると結論づけ
ている。
　一方，近年では自閉症児の言語の形態論的側面や統
語的側面の困難さに視点をおいた研究もいくつか行わ
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れている。まず，形態論的側面の研究としては，過去
形の“-ed”や三人称単数現在の“-s”といった形態素
の省略や誤用がみられると報告されている。また自閉
症児のこれらの形態素の省略や誤用を特異的言語発達
障害（Specific Language Impairment; SLI）児と比較し，
両者の類似性を示唆する研究がいくつか見られる
（Bottin and Conti-Ramsden， 2003; Rice， Warren， and 

Betz， 2005; Roberts， Rice & Tager-Flusberg， 2004）。
　Roberts et al. （2004）は，自閉症児と定型発達児を
語彙年齢で統制し，自閉症児の時制に関して音声産出
課題を実施した。その結果，自閉症児は三人称単数現
在，過去形ともに定型発達児より著しく低い成績を示
した。三人称単数現在の誤用で自閉症児に最も多いも
のは，他の形態素への置き換え（その多くが現在進行
形の“-ing”への置換）であり，その次に多い誤りは
“-s”の省略であった。また自閉症児は過去形につい
ても健常児と比べて著しく誤りが多く，過去形の誤り
は三人称単数現在と異なり，ほとんどが省略であっ
た。また Roberts et al. （2004）では，不規則に変化す
る動詞の過去形について検討している。その結果，自
閉症児は不規則変化動詞においても，定型発達児より
有意に低い成績を示した。さらに Roberts et al. （2004）
は，これらの結果を SLI 児と比較しており，自閉症児
の文法的形態素に関する言語能力は SLI 児のそれより
やや低いと述べている。
　また，Rice et al. （2005）は，自閉症児は形態統語面，
特に動詞語尾に三人称単数現在や過去形を示す接尾辞
を付加することに困難があり，SLI 児のもつ困難さと
似ていると指摘している。このように，近年欧米では 

SLI 児にみられる文法障害が自閉症児にもみられる可
能性にも目が向けられ始めている。
　統語的側面の研究としては，知的障害児と比較した
研究がみられる。知的障害を併せもつ自閉症児の場
合，話しことばの明らかな遅れあるいは欠如が知的障
害のためであると考えられる傾向がある。しかし，非
言語性精神年齢（nonlinguistic mental age: NLMA）や，
平均発話長（Mean Length of Utterance: MLU）で統制
した知的障害児と自閉症児の言語知識を比較し，両者
の言語知識が異なっていると指摘する研究もある
（Pierce & Bartolucci， 1977; Tager-Flusberg， Calkins， 

Nolin， Baumberger， Anderson & Chadwick-Dias， 1990）。
　Pierce et al. （1977）は，自閉症児を非言語性精神年
齢で統制した定型発達児，知的障害児と比較した。そ
の結果，自閉症児は完了形や，受動文などのような複
文構造をもつ文の使用が定型発達児，知的障害児と比
べて少なかったと報告している。

　また，Tager-Flusberg et al. （1990）は，MLU で統制
された自閉症児とダウン症児の自発話を収集し，名詞
句や動詞句，文構造の産出について検討している。そ
の結果，自閉症児，ダウン症児ともに MLU と統語的
側面は比例して発達し，統語的，形態論的な発達は両
群間で似たようなパターンを示した。しかし，自閉症
児が自発的に使用する統語構造の複雑さは，定型発達
児のみならずダウン症児と比べても乏しかったとして
いる。
　しかし，Tager-Flusber et al. （1990）のような自発話
を収集した研究結果は，言語学的な統語の問題を反映
するというよりもむしろ，会話場面についての認知と
密接に関連している可能性がある。そのため神尾
（2007）は，自閉症児の統語について，純粋に言語学
的な知見から統語に問題があるかどうかはこのような
研究からは断定できないと指摘している。
　以上，自閉症児の統語的側面について欧米における
研究を概観した。その結果、欧米における研究では形
態素に着目した研究や，自閉症児の統語知識の特徴を 

SLI 児や知的障害児と比較する研究がみられた。ま
た，自閉症児の統語知識は知的障害児やダウン症児と
異なっているとする報告もみられた。
　以下 3 節において，日本語を母語とする自閉症児の
言語研究を概観し，今後の研究課題を指摘する。

３．日本における自閉症児の言語研究

　綿巻（1997）は，MLU で統制した自閉症児と知的
障害児（綿巻 （1997）では精神遅滞児）を比較し，共
感獲得表現助詞「ね」の使用を検討した。綿巻
（1997）によれば，「ね」は会話文の文末に付加され
て，聞き手との，話題の相互共通性を表すのに使われ
る終助詞である。自閉症児は，情報を聞き手と共有す
ることにも障害があるため，「ね」の使用において困
難さが予測される。研究の結果，格助詞や係助詞など
では自閉症児と知的障害児との間に差異はなかったの
に対し，綿巻（1997）の予測したとおり，自閉症児に
は「ね」の使用が全くみられなかった。対照的に知的
障害児では，「ね」の使用は全発話の中で 2 番目に使
用頻度の高い助詞であった。この結果を，綿巻
（1997）は自閉症を共同注意や心の理論の障害とみる
仮説からすると，それらに関わる助詞である「ね」の
使用の問題が言語面に現れた結果と考えられると述べ
ている。
　また，伊藤・田中（2006）は，自閉症児の指示詞の
理解に関する研究を行っている。指示詞は，発話場面
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や発話の文脈的手がかりを理解しなければ正しい理解
ができないという語用論的側面がある（伊藤・田中，
2006）。対象児は 5 歳以上の定型発達児及び自閉症児
で，自閉症児は知的障害の要因を排除するため全 IQ 

（FIQ）が75以上の自閉症児を対象とした。研究の結
果，自閉症児は定型発達児よりも指示詞の理解が有意
に低く，他者の視点取得の困難さの要因と関連してい
る可能性が示唆された。伊藤ら（2006）はこの結果か
ら，自閉症児の指示詞の理解は話し手の意図を読む能
力の欠如に由来している可能性を指摘し，語用論的側
面からの考察を行っている。また，伊藤（2012）によ
ると，自閉症児は定型発達児と比べて指示詞を理解す
る際の指さしなどの非言語情報を活用していなかっ
た。この結果からも，伊藤（2012）は自閉症児の語用
論的能力の問題を指摘している。しかしながら，指示
詞には，現場の事物や話題の中の事物が，話し手・聞
き手が関係する諸領域の中のどの領域にあるかを示す
という文法的な働きもある（益岡・田窪，1997）。こ
のことから，指示詞の理解の困難さは語用論的側面だ
けではなく文法的側面の障害としても捉える必要があ
ると考えられる。
　また藤上・大伴（2009）は，獲得語彙に関する研究
で自閉症児と知的障害児を比較し，その中で助詞や助
動詞の獲得についても検討している。対象児を，発達
年齢（Developmental Age; DA）40 ヶ月未満と40 ヶ月
以上に分け，獲得語彙の特徴と発達過程について検討
した。その結果，助詞・助動詞の獲得についてみた場
合，知的障害児は DA が40ヶ月以上になると，助詞・
助動詞が増加し，より複雑な文を構成するようになる
ことが示唆された。一方，自閉症児は DA が40 ヶ月
以上になっても，対人指向的な終助詞を含む助詞・助
動詞の獲得がみられなかった。このことから，藤上・
大伴（2009）は，自閉症児の獲得語彙は，自閉症児の
社会性や認知の発達と大きく関わっている可能性を示
唆している。
　以上のように，日本においても自閉症児の言語につ
いての研究が行われてきているが，その多くが語用論
的側面と関係したものである。先に述べたように，語
用論的側面を理解するには，その前提としてことばの
文字通りの意味の理解が重要であると思われる。
　次節では，日本語における自閉症児の言語獲得研究
の今後の課題について述べる。

４．日本における自閉症児の言語研究の今後の課題

　これまで述べてきたように，日本における自閉症児

の言語研究は，語用論的側面からの報告が中心であ
る。近年欧米においては，英語を母語とする自閉症児
の統語的側面の研究が行われているが、我が国におい
ては，そのような研究はほとんど行われていない。日
本語においても自閉症児の言語の統語的側面に焦点を
あてた研究が必要であると思われる。
　今後の日本語を母語とする自閉症児の統語的側面の
研究課題のひとつとして，例えば受動文に関する研究
があげられる。受動文は，統語構造の中でも研究が進
んでおり，統語知識の獲得研究において重要な役割を
担っている。また，能動文を受動文にするためには視
点を主語から目的語に移動する必要がある。視点をお
くことが容易であるとされる主語寄りの視点を，視点
をおくことが困難であるとされる目的語寄りの視点に
移動させることは，自閉症児の他者視点取得の困難さ
という障害特性を考えると，自閉症児にとっては困難
であると推測される。我が国において，自閉症児の受
動文を検討したものとしては，わずかに Naito and 

Nagayama （2004）の研究があるのみである。今後さ
らに自閉症児を対象とした受動文に関する研究が必要
であると考えられる。
　また，もう一つの研究課題としては，授与動詞に関
する研究があげられる。自閉症児は，自分と他者，人
と物などの関係性を理解するなど，相互の関係を理解
することに困難をもつとされている（小林，1984）。
そのため，高橋・野呂（2005）は，「あげる－もらう」
のような授与動詞の獲得に困難を示す自閉症児が多い
と指摘している。自閉症児の授与動詞の獲得について
は，応用行動分析の視点からはその獲得の促進や，理
解の指導に関する研究が行われているが（佐野・宮
崎・加藤・酒井・井上，2008；高橋・野呂，2005），
言語学的に検討されたものはないようである。授与動
詞の研究も自閉症児の言語研究にとって，重要な研究
課題の一つであると思われる。
　さらに，否定辞や時制辞のような形態素の獲得に関
する研究も考えられよう。第 2 節で述べたように，欧
米においては自閉症児の形態素の誤用に関する研究が
いくつか行われている。それらの研究で，英語を母語
とする自閉症児は形態素の獲得に困難さをもつことが
明らかになっている。日本語においては，「食べ /さ
せ /られ /なか /った」のように語幹に多くの形態素を
付加することができる。これらの形態素を，日本語を
母語とする自閉症児がどのように獲得しているかにつ
いての研究も，今後の自閉症児の言語研究の課題であ
ると思われる。
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自閉症児の言語に関する研究の現状と課題

Contemporary Research Findings and Issues in Studies of Language 
among Children with Autism

竹　尾　勇　太＊・伊　藤　友　彦＊＊

Yuta TAKEO and Tomohiko ITO

特別支援科学講座

Abstract

 This study reviewed research on the language of children with autism, and discussed the issues of further studies of 

language in such children. First, we reviewed the literature on syntactic aspects of autistic children in Europe and the United 

States. It was reported that children with autism made morpheme errors. In addition, similarities and differences have been 

compared among autistic children, children with intellectual disabilities and those with Specific Language Impairment (SLI). 

Second, we noted that in Japan, few studies on the language of children with autism have been reported, except those on 

pragmatic aspects, and pointed out the need for studies of syntactic aspects of language in children with autism in Japan. 

Finally, we proposed several issues which must be investigated for further research on Japanese children with autism.

Key words: research findings, autism, language, syntax
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要旨:　本稿は従来の自閉症児の言語研究を概観し，自閉症児の言語研究に関する今後の課題を論じたもので
ある。まず欧米における自閉症児の統語的側面に関する研究を概観した。欧米における研究では，形態素の誤
用が指摘されていた。また自閉症児，SLI児，知的障害児との類似点や相違点を比較した研究がみられた。次
に，日本においては，語用論的側面以外の自閉症児の言語に関する研究はほとんど報告されておらず，特に統
語的側面に関する研究が必要であると指摘した。最後に，日本語を母語とする自閉症児の言語研究における今
後の課題を提示した。

キーワード: 研究の現状，自閉症，言語，統語論
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